
　地球の温暖化、資源の浪費と枯渇、生態系サービスの
劣化など、私達人間が生きるための基盤である地球環境
が持続不可能な状況になりつつあります。また、世界中の
人が私達日本人と同じ生活をすると、地球2、3個分の食
料や資源が必要だといわれています。このような状況であ
ることを意識せずに食料や資源を使い続ければ、未来の子
ども達は生きていくことが困難になるかもしれません。だ
れもが幸せに生きることのできる社会、つまり持続可能な社会を構築するた
めには、今と未来に想いを馳せ、地球の限りある資源を大切に使う暮らし
や社会、そして一人ひとりが行動を変えていかないといけません。そのため
の学び合いがESD、持続可能な社会づくりのための教育です。

子ども環境学習
環境について学ぶための取り組み環境について学ぶための取り組み

2014年11月に愛知県・名古屋市で「ESD（Education for Sustainable Development 持続可能な開発のための教育）に関する
ユネスコ世界会議」が開催されました。
ESDは、一人ひとりが世界の人々や世代、環境との関係性の中で生きていることを認識し、行動を変革するための教育です。
ユニーはESDの考え方を取り入れた環境学習に取り組んでいます。

ESD（持続可能な開発のための教育）とは

「ESDに関するユネスコ世界会議」関連事業に参加

　ESDは一人ひとりが世界の人々や世代、環境との関係性の中で生きていることを認識し、行動を変革するための教育です。
ユニーでは環境活動・社会貢献活動において、お客様、地域の方々、お取引先様、従業員などが一緒になって持続可能な
社会をつくることを目指しています。そして、お店に多くの方が集う地域のコミュニケーションスペースとしての機能づくりにも
取り組んでいます。この普段の取り組みが知らず知らずのうちにESDとなっているのです。

ユニーのESD

ESD関連イベントに参加

エコ・ファーストの約束
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チーフプロデューサー
新海 洋子さん

ESDが未来をつなぐ！

原案　ESD-J

　2014年11月、ESDユネスコ世界会議が開催されました。世界153カ国から1,091名の参加者が集まり、ESDの大切さを共
有し、今後何をすべきかについて話し合われました。会合の中で、ナイジェリアの女性が会場に投げかけました。「目を閉じてみま
しょう。何秒か。2030年の世界を想像してみましょう。何が思い浮かぶでしょうか」。この短い時間に、世界と時間のつながりを実
感しました。今大切なのは、未来を想像すること。想像した未来をつくっているのは、今を選択しているのは私であることを認識す
ることです。日々 、何を食べるか、何を買うか、何をするか、その選択が未来へのシナリオになっています。だからこそ、今を生きる
全ての人 や々命、未来に生きる命に想いを馳せることが大切です。
　2030年、あと15年後です。どんな世界、社会にしたいですか。どんな世界、社会になっているでしょう。そんなことを、日々 、
家族で、学校で、職場で、友達とおしゃべりする時間から、見つけ出していくことが大切です。スーパーマーケットには、未来を
考える教材がたくさんあります。お店とお客様が一緒になって、未来の社会やお店を想像する機会をつくることを提案します。
2015年5月1日～10月31日開催のミラノ国際博覧会は「食」がテーマ。「未来のスーパーマーケット」が紹介されているそうです。

ESD1年前イベント

あいち・なごやESD交流フェスタ

なごや環境大学 ESD特別講座 あいちサイエンス
フェスティバル2014 ESD企業セミナー

エコ工作（オリジナルふろしき） ユニーの「環境にやさしいお買い物」

●2013年11月23～24日／尾張一宮駅前 iビル（愛知県一宮市）
　ユニーの環境の取り組み展示やオリジナルESD紙芝居「ESDいもむしとリ
ンゴの木」を上演しました。

●2014年11月8～9日／
　久屋広場（名古屋市）
　エコ・ファースト推進協議会の取り
組みの一つである「エコとわざコンクー
ル2014」で受賞した30作品から、好
きな作品にシールで投票していただきま
した。シールの枚数分（50円/1枚）を
「こどもエコクラブ」に寄付し、その活動
を支援する取り組みを行いました。2日
間で1,396票の投票をいただきました。

みんなで選ぶエコとわざ
●2014年11月8日／
　久屋広場（名古屋市）
　ユニーとよりあい工房ばんどりのコラ
ボレーションステージ「都会の森の
ファッションショー」を行いました。親
子で作った自然のドレスはメイド・イ
ン・都会の森です。木の葉っぱをま
とって歩く元気な子ども達と一緒にユ
ニーのESDを宣言しました。

都会の森のファッションショーを開催

　ユニーは「未来の子ども達に美しい自然を残したい」を
テーマにブースを出展し、「未来に地球をまるごととっておく
ために何をすべきか」を来場者自身が考えたうえで「ESD
エコ宣言」をしていただきました。ユニーブースで学んだこ
とを生活の中で自分ができることに置きかえ、宣言して意
識することで、学びから行動へと移すきっかけになります。

●2014年11月10～12日／
　名古屋国際会議場 西側駐車場（名古屋市）

ESDブースを出展

エコ・ファースト推進協議会で
ESDサテライト会場にブースを出展

森の葉っぱをまといESD宣言

珈琲工房ひぐちによる
サスティナブルコーヒー試飲

バイオマスプラスチックに
ついての展示とエコマコによる
ワークショップ

ユニーのESDブース ESDエコ宣言をする
海外からの来場者

ESD半年前イベント

ESDアンケートに答える親子 環境宣言「今から始めること」

●2014年6月7～8日／オアシス21 銀河の広場（名古屋市）
　「地球にやさしいお買い物」をテーマに環境展示やアンケート、ステージ発
表を行いました。

特集

●エコロお店探検隊、夏休み自然探
検隊、モンキーサマースクール、リ
サイクル工場の見学、循環型農業
体験、企業連携による講座など、
自然環境の素晴らしさや資源の大切
さに気づく多様な体験学習の実施。

●「ずっと、一緒に、巡る」をコンセプトにした2013年度インター
プリター養成講座。「持続」「共生」「循環」をテーマに、多
様なフィールドでの自然体験、農業体験、ものづくり、エコ
クッキングを通した、人と人、人と自然が共生する持続可能な
社会をつくるヒントを伝える人材の育成。

●持続可能な社会づくりのための体験型イベント「エコ博」の開催。店
舗を会場に自治体、企業、NPOなどの多様な主体やお客様が参加。
環境、福祉、国際協力などの活動の紹介、情報・経験交流の場づ
くり。

経済

社会環境

ひとづくり

●消費者の声を届ける「リサーチャーズクラブ」と連携し、
　消費者の声を反映させた「トレイレス」実験。
●認知症の方へのお買い物サポート。
●授産施設が生産した商品の販売による自立支援。

●ライフスタイルをエコにする商 品
（eco!on）の開発・販売。エコ商品
を社会に提供（販売）し、社会を持
続可能にする商品マーケットの創出、
消費者の購買行動の変化を進める。

●Re DESIGN PROJECT（リ デザイ
ン プロジェクト）の実施。デザイン学校の学生による未利用
資材を活用した商品のデザイン、授産所での生産、ユニーの
店舗で販売。次世代と障がい者による環境配慮商品の開
発・生産・販売事業。

ものづくり

コミュニティづくり

ひとづくり
ものづくり

コミュニティづくり

インタープリター養成講座
　ユニーでは2007年から市民講座を提供するなごや環境大学で「お店探検隊インタープリター」を養成しています。小学生から大人までさま
ざまな世代が集まるこの講座では、買い物を通して環境について知ってもらい、それを家族や友人、いろんな人に伝えることを目的にしていま
す。この講座を卒業し「お店探検隊インタープリター」となった参加者はユニーのお店探検隊やイベントでスタッフとして活躍しています。

みんなで大きなたき火を作って
パンを焼きました

有機野菜でエコクッキング
エコなクリスマス

ユニー

地元企業

環境省 中部環境
パートナーシップオフィス

地元NPO
インタープリター

養成 なごや
環境大学

名古屋商工会議所ecoク
ラブが制作した『企業が取
り組む環境教育～ESDの
普及に向けて～』

環境イベントでエコ工作を
子ども達に教えました

●2014年9月20日／鯱城ホール

　北海道旭山動物園の
坂東元園長に「伝えるの
は命、繋ぐのは命～とも
に生きる未来のために～」
をテーマに講演していただ
き、日本モンキーセンター
の加藤章室長と百瀬則子グループ環境社会貢献
部長によるトークセッション「かけがえのない命につ
いて」を行いました。

●2014年10月4日／ SMBCパーク栄

　名古屋大学の市民講
座として、毎週実施してい
る「先端科学技術と社会」
をテーマにした講演会で、
百瀬則子グループ環境社
会貢献部長がユニーが
行っているESDに関する「未来にまるごと地球をとっ
ておこう」を講演しました。

●2014年10月30日／名古屋商工会議所

　名古屋商工会議所主
催の『企業が取り組む環
境教育～ESDの普及に
向けて～』の発刊記念講
演会で、小売業における
ユニーのESD「ものづくり」

「ひとづくり」「コミュニティづくり」についてパネルディ
スカッションに参加しました。

子ども環境学習
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